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弓等道振子の性質に関する実験

仲 卸2叫 3日26U空叫

香 JJ 牧

(ZE.KJ技術課教析九州左折)

叩氾Iit千試験について.その位耶方法及tJqTIT-の他門に放いて拭験を子Tつた｡

即ち,臼砲一･nti了ri;欄の彰夕軌 込掛り払 粘性.7LE坪,甚助の抑ら7jの弊習,拭駿爆JEの池K;

姓及びききJETLFirlと1:(子の戯れとの関野●Eにつきy;勘Jf打った｡
た諒として,込物の立,並だ,その他退茄の'R∬立等LIJILも劫子の発かに彰雷があるが.黄土も
大王T=訳芝の5.刑 とTごろのは,臼首51JTIJ<刊川の1指摘であら｡

[ 抽

河-王将手試験は熔実の床力をLt:頂すろに好恕架空/ち

i,,文知内糊退嬰の粁雇試験中にもこの試験rL三台まれ

ているが,河道古.子を(Jzllけ ろにあたって,その他辞
任111比に附しFT･しいrj:斡鮎 が,y)ないのて,これに

つき2,3の父験を7(つたので敵黙Tろ｡

11 饗遇巧手の構造

本,i;矧 こIだ川した印,15拭-)I-は, 5'LOllのj買手にNL
2LOnの臼砲かE,畑盟JftTEuして.てのポチの粒rt】セ

見ろはになっているが,舵 の卿 絶 /)汁 と攻の如く

てある｡

1臼 砲 iEL珪550mm.)重さ7507T,lrlの転達鉄鋼約

円環に,牙城 ニッケルクtzエ頴の内満を餌 LTuL'こ

の内冊 こ托55m7.,長さ5507-1mの拍独り;くってあ乙｡

2;実･rl一… 醗廷SO･lmm,fi-=1.6-IOmmで･
一端は九くなって他の1-万は平面で切られ,こぞuこ■EL

筏300mm.長さ75Olnmの豚群がもL)】この読手 =̀ち

I,ケル頴mのナイ-/エフデに上E)吊されている.I-イ

フユ.Jデと誠子脂lトLl視とのFi;糊は2.3JOTrl▲Tlであるo

I.r.5WJ故の詳細は,和樹 山監督局発行火iE;tj:教域脚
六川榔 1.(帽初17年)Jf港nrLSれたい｡

Ju 鎌道振子の使用方法

ナイフエフf部J_.I.J.険し.油等を旗和 して耕冷す

ろ｡次に臼砲lニ試験,R IOOgを袈繋しこれにノ＼トt,ン

群にて11つた廷53mm,兵書約320mmの袋にSOJヮ
シュ通過の屯妹FI-1こユ,000gを詰めた込劫-rよくおし
込む｡ri砲と&'FのIitlJ._r･正妃に50mTnとなし.臼抱挺

小日報と怒T･彪IIl心掛を･-･PJさせ.鮒 蛸 にあるス
ケー7,を',ii.V伸二招き.綻質を..三雄するe この)船 31

の粗い岬は,出子が掛 Lるので群数を行うことはJFl末

ない｡Al茄に神Jrけ ち謂矧三6ぢJ=1弐苫幣でEl抱腹)､
11の'JJ(D:のJh1日】)よI)矧こlR】つて包ま暴している.,tt

験茄及びは恥鑑を交7Fに令3iiZ;苑frって.草をLLに-J.堂
な!･将はそLL特の出の井桁平3tjを平均の裁てLとなし,

tiT!Ll生抜の掛 Lを788mTr,となし,米較恋の舶 LをこjL
につれ｣l:1ヒ811政策Jfして棚正し,15.子のjEuLとして公

共していろ｡

rl 臼砲と把手の同宿が怒れに及ほす影響

荻(f=の'lPl軸比では.F胞 と三岳子とのZiEnは50.1叩-で

あるが,このl柑料の羅少の劉 ヒでf.{子の玩れは大きく

探 される｡今このl糊 と茂子のE<八とのEhr依J_, ブ テ
ンに元こすとIT･glの如くf=ろo

llZglに放てLul設91三込功1,000g,畝と込物500L･
Qは込肋なしの埼合のL55版偶投である｡使用だ望;は細

'雌 JEであるが.肺だダイナーイr-で引石畑のIU感 と

なら｡)JE千と臼地のrul肘が10cmlLL内ではカープが3:

澱に l外している｡lUczu以｣限れろと大たいなだら

かな氾弧に近い仙松で降下する.上って 5cm のr川刷
で試験ir,行う掛合は.微少のILH脳の三仁で人きく投17の

以ILに彩管してくるものである｡
fJ.私物5OOgの機令 (曲u@),転子とrj砲のRiJ関
IOcmの所で-旺持大鏡が11主菜ているが′この班
教は柑仕以外の榔茄でも包る｡込肋5α)irの8削三,

茂子の告E7Lが変化しやすい屈曲宅にあたる (茄で

竹S,Ellのこと)ので,この様な現梁が起るのであら

っa
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エ JI火 空 也 金 虫 や lJを 軒 1Rr

rr悦 L10L=mlllに放ては込物D和 泉L二四坊1

_･く.令曲枠は人たい7L'良

に近く平77になっていろ｡これ等の此校を月故n盛′

97に7t一,トすらと,掘曲.･7/Yもったm

となろAr a嶺のtと舞子の還れとの月深

込抽L'5'tibf=い将合から.帆 払
7)虫を相加してゆくと.哉千JT器LLもこれにつれてiti
性的に村blしてIrシくb･,弘也5COgに於て

JilEh.F'は1_-I),そL収 Eは火たい針 との少f=いlrCtBとなっていろ｡
それ等の枯Rを那tRに′J;L.FJg2にそのFE旅を′ 1.

1
｡

X日lRii指の牡と衣-I-の並HLとのNl作

軒のi LJれmTrL
I.
1ト1Tt2LA

Og415
380496498
500559550
700560555

l
.
00056O

FEg2の曲tib･ら見て7a)g以上の弘也であれば.
人たい洲の上の彰膏は騒きうろこと4'分ろ｡現在の
Ht嫉J三では1,000gを似日していろが.こ川
土盛当で

もちと ;ぢ丸られる｡
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'LTJJ 丹iE丑i･-1の'.tFにrH･J-る'JS歩

郁29之 込iyの残知と投手のJRJtとのru作

品紬蒜 品 芸妄
El お 750 775 - 76L3 (A)

何 秒 675 695 665 679 (A)

於 舟 775 - 775 (JO

何 秒 625 67.0 - 608 (J3)

粘 土 7LtO 73-0 - 735 (]i)

白 ｣ 755 735 - 715 (lt)

甘 発言.･; 7L5 1 715 (u)

⊂托コ 蚊朋ヰ実り攻で(A)にEJ木化写削=,(Jl)
はEl不治鈴繁位である｡
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一らちもウメサ ケ♭

込肋としては垂当Z)水分を合和すろ時日子:D長LLlま
Aく 白土の常会は柑ト7,･.'カ笥 当である｡しかし水

分合材の影菅は小さく,･3軌の大きI.･訳空とはな,)fu

lJ_い●

Ⅵ1 生薬丑と墨子の積れについて

円抱に粥質すろ葉盤を変化させてq'T･;?撰LLを見ろ

と,許与野血とiE;子の挺ILL村己脱凹軌こもる｡汀Trrl銅の

ilと入しか 胡蝶では繋丑1gで酋拝のぷLLnlttllnの刑

介で封 ヒすら.,この桝 から凡て.撰千の六枚張は17=_

恥 こ】00gをr･押立しておく必抄がある.FL富Sはこれ等

の脚蛾を元す曲投である｡

Ⅶ 白花盤内への生薬位丑と靖子

のZEれとの閉環

この!I軌二/Jl用した古手川のH抱は_抱駁 565cm

であり臼抱tZI下の時1ウ約10cT11長くT=つていろ｡

良畦的-荘売する糧要の位花は荘子の壬;れに人さく
形音する｡この罷免を第3才王及びrlg6に前す｡

■ II

耶3fJf 叔部位碇と粒子の奴LLとの閏撫

(奴荘益100g)臼 砲EJよ))矩 ･X士TCLy)F

Jilu 節 1岨 節2rFr] 節3回uX-tk
m 805 815 7811 BO110
鮎L) 872 - B6620 87

8 873 - g7.640 906 8&2 892 893

1-1 898 895 - 8

97⊂B) 能巧*繋Z三企巷と浅いた… 軍で払指
tです,又白鳥-繁子

何軒 =20mmi:稚NLと｡芦.'-6左顎

†とdlと;■叫 Tb作lい繋Bt50g

'(･ある｡佐川用変は何れも玉史揺さ欄 であるoFl

{3と右手Dmynは2hlTnを召粥1した.この柵は一

組 をfIJいられないので込挽なし{･柵 している｡群等主として1‡重任G2は臼砲の典に桝 fろ柁荘子9

)kFlg6に放て,畠脚 は果敢 100g.仙fiLtl



J:見 失 先 払 余 78 茄 IJ を ホ l矛

Ⅸ 臼砲歴の拡大と靖子の均れとの円価

F鵬はI占MLていろ内に内E3が搬 入きく狂人しそ
の抱最良も長くなって宋7.i:, この良やJJ正人ヨ顎子
Q)量i一LにIll三十和 をヌ放した｡

日払の正大蚊が正しく瀬をItI集T_･カ･つたので紐 的

に放出を述べろことが川来ないがI指物 .按ノこする柑
長子の出は小さくT=つて架ろ｡前J瀕にその1Yl坊を

,1rf.

pJ'Lg El串の許大と投Tの潔れとのrqft

如'･LO般^ nlm

田E7屯維JL) 新臼砲N!Ill

】やや 日付 550 580

5i8 570

〔ft) 白色一重!子和恥三BIzTtr11七坪HlL7=｡叩鞘
は50mmJ.,:正数であさが,柑白匂巾姉が退く

8Lh Ttl以上牧子に近TかIEかつた>_Y･leわ

も○

‡ 込物の詰め方が境手の積れに

及lfナ影等

はまを求蕃して後込嶺をIJ.-すJ8分.払拝でタン ビ ン

Tを淡くつき込ん!='督合と,溢くつき込んだ齢 とで

はを羊の点れ万力こ少し災って楽も｡このタンt:'ツタ払

方の桝 を祐S衣に京す｡この炎に見ろtIに.9くタ

ンビン′を突き込んだ万力'L,島く突きilん/二叫合より

･旨羊のぶれ1._少L大きくはる｡EPちyE肘 の1･血縛で

泰平のかれは多少臭って来ろものであることか分も｡
上って込tbE三岡-ノJ :laの力で込めなくてはIrらな

ド.

Ari5'R タンビン〆り仏力法と
投了V)出れとのlⅥ持

il汀 の舶れ 711

去yiit･h'左 6TBT bm
封 JZ 付 71D 725 他用J4兆日叩広
SI EE Jt 750 755

ド " ･8

Ⅸ 拭敬回数と巧手の奉れとの甫洋

靴3成子柵 は,LLg十桝 に対し3-JlI･旧い射し

う朋 に惑わT.･LL散りその平均をとっていろカ:.爺l

用rlとホ2BlH 叉苓2PTl口と祁3EilH等Jf比付して

剛 LO)班が人きく仙ろ土凝JtIEg]のPt紬 につき)Zfし
てJlちと.従来はホllE･1mの蛤より2回UのkIか小さ
く.史にgT2回9)班上lJ3帽Uの軒が小さくIL47.何PJ
J=あった.これはFt抱から長子.二拘って壊茄をTTIuし
た特,ぷ子心内にTT込まれた込抽7)自とをq粥 課せ

･T2同Tl.3回E]と共Aを行ってt･たた/'でt,ろ｡B!

裾はl阿打に授手放勺に洞,-)込牧D白土女様拝してい
ろの･C,rrl胤による地の射 ヒほない｡勿由2帥JHdLこし

くらかのばらつきはあるが平均して見ろとlHl瓜にJ:ち

紙少の帆LIIJはなくなっていろ｡即ち茂子だ内.三倍に硝
為して弘也のEH-カ:萌57しか ･様にしたければなちな

t.

.Yd 拾 括

IILヒ故郷 こわたってfe過した押逆 子7)牲父1二つし

て鮒 HLは-2の盗りである｡
1) が手とFI抱との悶顎はFT;'yの歪でも人さく妥Lt

l=影菅してくる｡

2) 払肋の丑は7tX)g以上1,000g王:逝当でまJろ｡

3) 込肋に鑓Jll･rろ脚 の投手は,トか Sl.占LLは

,A:きくIJIろ｡
J) iu如..丑当T.riB分が必要で,込払う･Pr･の】○介

はS'fpl7ガの水分が25当である｡

5) 凹 丑の増加と･BfjこのだれはTW 帆こある.

6)FI他姓的-煤男を光男するluL兄はJl典う･加もBi
子のあきれが大きい｡

7)∩抱の抱蜘 '虻人十ると茂子の白川 ま小さくな

る｡

8)込物は班く突き込んIiJJ'が折 の舶LLは大き
い8

9) が子朗 に肋 :漁ると･日子Z)たれは小さく1..-
ろ｡


